
農業委員会だより平成２３年１月発行 （６）

 

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年

一
月
一
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
登
録
資
格
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
申
請
書
は
各
地
域
ご
と
に
昨
年
十
二

月
中
旬
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
登
録

か
ら
漏
れ
る
と
資
格
が
あ
っ
て
も
投
票

権
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
登
録
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
資
格
要
件
》

 

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、
由

利
本
荘
市
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
に
お

い
て
満
二
十
歳
以
上
（
平
成
三
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
）
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
。

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
か
、
そ
の
同
居
の

親
族
、
又
は
配
偶
者
で
耕
作
従
事
日
数

が
六
十
日
以
上
の
方
。

②
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
、
社
員
又
は
株
主
で
あ
っ
て
、
耕

作
従
事
日
数
が
六
十
日
以
上
の
方

 

　
右
の
資
格
要
件
を
満
た
す
方
で
、お
手

元
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
農

業
委
員
会
事
務
局
又
は
各
総
合
支
所
庶

務
班（
産
業
課
内
）に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
ず
っ
と
昔
に
老
人
が
言
っ
た
「
百
姓

な
ば
、様
々
な
ひ
で
え
事
あ
っ
た
ど
も
、

何
と
か
百
姓
で
生
ぎ
で
き
た
。
」
こ
の

言
葉
に
困
難
を
乗
り
越
え
た
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

 

世
の
中
の
動
き
が
め
ま
ぐ
る
し
い
こ

の
頃
、
冬
を
間
近
に
し
た
田
ん
ぼ
を
見

な
が
ら
、「
百
姓
」
は
い
つ
ま
で
続
く
の

だ
ろ
う
か
？
な
ど
と
考
え
て
し
ま
う
。

　
私
の
四
十
年
の
農
業
生
活
の
中
で
も

数
々
の
変
化
が
あ
り
、
就
農
し
た
頃
と

は
作
業
形
態
、
経
営
内
容
も
様
変
わ
り

し
、
生
活
も
意
識
も
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
三
十
年
近
く
作
り
続
け

て
い
る
物
が
あ
る
。
私
達
の
集
落
で
特

産
の
「
セ
リ
」
で
あ
る
。
ず
っ
と
昔
の

お
ば
あ
さ
ん
達
の
代
か
ら
水
苗
代
の
す

み
っ
こ
で
細
々
と
栽
培
さ
れ
て
い
た
の

が
、
減
反
を
期
に
市
場
へ
の
出
荷
が
始

ま
り
、
少
し
で
も
市
場
の
要
望
に
応
え

よ
う
と
作
り
続
け
て
、
今
で
は
複
合
作

物
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
夏
セ
リ
（
八
〜
九
月

上
旬
）
の
栽
培
は
試
行
錯
誤
の
繰
り
返

し
で
苦
労
し
た
が
、
皆
で
研
究
し
、
教

え
合
い
、
品
質
に
も
一
定
の
評
価
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
品

質
保
持
の
為
に
集
落
内
に
予
冷
庫
も
設

置
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
の
指
導
の
も
と
に
年
数

回
の
作
付
検
討
会
、
年
の
終
わ
り
に
は

反
省
会
を
兼
ね
た
視
察
旅
行
で
盛
り
上

が
る
。
最
近
は
高
齢
化
等
で
や
め
る
人

も
出
て
き
て
い
る
が
、
若
い
？
後
継
者

も
出
て
き
て
お
り
、
仲
間
達
と
楽
し
み

の
あ
る
セ
リ
作
り
を
続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
最
近
、
様
々
な
所
で
農
村
女
性
達
の

活
動
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

彼
女
達
は
強
く
、
明
る
く
、
た
く
ま
し

く
、
し
な
や
か
に
輝
い
て
い
る
。
そ
ん

な
彼
女
達
に
出
会
う
時
、
人
間
が
生
き

て
物
を
食
べ
る
限
り
「
百
姓
」
は
そ
の

形
を
変
え
な
が
ら
も
ず
っ
と
続
く
と
思

え
て
く
る
。
今
の
自
分
の
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
自

分
ら
し
く
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ

の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
俊
和
）

　
平
成
二
十
二
年
の
農
業
経
営
も
、
国
の

様
々
な
手
当
て
を
受
け
な
が
ら
「
収
支
」

を
合
わ
せ
た
と
い
う
観
が
あ
る
。し
か
し
、

農
業
の
現
状
を
考
え
る
と
「
終
わ
り
良
け

れ
ば
全
て
良
し
。」
と
い
う
訳
に
は
な
ら

な
い
。
機
械
を
操
る
だ
け
で
は
や
っ
て
い

け
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
今
春
の
農
業
計
画
と
共
に
、
こ
の
時
期

基
礎
部
分
を
解
体
し
、
も
う
一
度
積
み
重

ね
て
み
る
の
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
引
出
を
増
し
な
が
ら
平
成
二
十
三
年

の
営
農
に
備
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
農
業
委
員
会
は
「
や
る
気
の
あ
る
方
」、

「
迷
い
の
あ
る
方
」
双
方
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
応
援
し
ま
す
。

　
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
庭
安
一
）

相庭　安一・金子　拓雄・角谷　長栄
佐藤　政志・佐々木隆一・佐藤　綾子
二部　幸夫・畠山　清子・佐藤はつ子
佐藤　俊和・真坂　平通

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
稲
作
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
春
先
の
低
温
に
始
ま

り
、
秋
口
ま
で
の
猛
暑
に
よ
り
米
の
作
況
指
数
は
、
本
市
を
含
む
県
中
央
部
は

九
十
の
「
不
良
」
と
い
う
結
果
と
な
り
、
収
量
減
と
品
質
低
下
、
さ
ら
に
は
米

価
の
大
幅
な
下
落
と
非
常
に
厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
内
の
農
業
情
勢
を
省
み
ま
す
と
、
米
の
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
が
実
施
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
は
大
豆
な
ど
の
畑
作
物
を
加
え
た
「
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
」
と
し
て
本
格
実
施
と
な
る
よ
う
で
す
。

　
本
制
度
に
お
い
て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
農
業
の
姿
を
見
通
し
、
再
生

産
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
果
樹
、
野
菜
、
畜
産
等
を
対
象
品
目
と
し
て

早
期
に
追
加
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
農
家
が
安
心
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
安
定
的
な
制
度
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
菅
首
相
に
よ
る
昨
年
十
月
の
唐
突
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
へ
の
「
参
加
検
討
」
、
そ
の
後
の
「
協
議
開
始
」
は
、
農
家

に
大
き
な
憤
り
と
不
安
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
原
則
百
％
関
税

撤
廃
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
締
結
さ
れ
た
場
合
は
、
日
本
農
業
に
壊
滅
的
な

打
撃
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、地
域
経
済
を
も
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
参
加
す
る
こ
と
に
断
固
反
対
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
こ
れ
ら

農
業
交
渉
に
は
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
内
外
と
も
に
か
つ
て
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
糧
自

給
率
を
高
め
、
国
民
に
安
全
、
安
心
な
農
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
農
業
者

の
代
表
機
関
と
し
て
、本
市
農
業
委
員
会
は
関
係
機
関
・
団
体
と
一
緒
に
な
り
、

本
市
の
農
業
を
今
ま
で
以
上
に
活
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
農
業
委
員
・

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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《
会
　
　
長
》

　
伊
　
豆
　
秀
　
一
（
矢
　
島
）

《
会
長
職
務
代
理
者
》

　
金
　
子
　
　
　
徹
（
本
　
荘
）

《
委
　
　
員
》

　
　
　
田
　
継
　
雄
（
本
　
荘
）

　
井
　
島
　
　
　
昇
（
本
　
荘
）

　
角
　
谷
　
長
　
栄
（
本
　
荘
）

　
金
　
子
　
拓
　
雄
（
東
由
利
）

　
相
　
庭
　
安
　
一
（
矢
　
島
）

　
佐
　
藤
　
　
　
實
（
矢
　
島
）

　
佐
　
藤
　
系
　
悦
（
矢
　
島
）

　
佐
　
藤
　
政
　
志
（
鳥
　
海
）

　
佐
　
藤
　
邦
　
幸
（
鳥
　
海
）

　
渡
　
辺
　
幹
　
夫
（
東
由
利
）

　
高
　
橋
　
賢
　
一
（
鳥
　
海
）

　
鈴
　
木
　
甚
　
一
（
本
　
荘
）

　
佐
々
木
　
隆
　
一
（
西
　
目
）

　
佐
　
藤
　
綾
　
子
（
大
　
内
）

　
阿
　
部
　
長
一
郎
（
岩
　
城
）

　
熊
　
谷
　
正
　
博
（
由
　
利
）

　
今
　
野
　
正
　
樹
（
岩
　
城
）

　
佐
々
木
　
昭
　
彦
（
由
　
利
）

　
二
　
部
　
幸
　
夫
（
岩
　
城
）

　
太
　
田
　
孝
　
克
（
大
　
内
）

　
加
　
川
　
一
　
男
（
西
　
目
）

　
鈴
　
木
　
　
　
博
（
東
由
利
）

　
大
　
場
　
弥
　
吉
（
鳥
　
海
）

　
伊
　
藤
　
一
　
正
（
本
　
荘
）

　
猪
　
股
　
敬
　
三
（
本
　
荘
）

　
正
　
木
　
修
　
一
（
大
　
内
）

　
庄
　
司
　
和
　
夫
（
由
　
利
）

　
田
　
口
　
作
　
内
（
本
　
荘
）

　
佐
々
木
　
多
　
悦
（
大
　
内
）

　
伊
　
藤
　
文
　
円
（
大
　
内
）

　
畠
　
山
　
清
　
子
（
東
由
利
）

　
佐
　
藤
　
は
つ
子
（
本
　
荘
）

　
佐
　
藤
　
俊
　
和
（
由
　
利
）

　
真
　
坂
　
平
　
通
（
大
　
内
）

 

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
十
一
月
十
日
、
由
利
本
荘

市
農
業
施
策
へ
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
を
集
約

し
た
「
建
議
」
を
長
谷
部
市
長
へ
。
同
十
七
日
に
は
、

渡
部
市
議
会
議
長
へ
同
様
の
内
容
の
「
要
望
・
要
請
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
国
・
県
へ
の
要
請
事
項
の
う
ち
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交

渉
等
関
連
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）
に
つ
い
て
、
百
％
関
税
撤
廃
の
こ
の
交
渉
に
は
参

加
し
な
い
よ
う
強
く
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
県
農
業
会
議
会
長
と
の
連
名
に
よ
る

「
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
請
」

も
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　
建
議
・
要
請
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
　
農
業
者
年
金
の
税
制
面
で
の
メ
リ

　
ッ
ト
は
？

Ａ
　
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
保
険
料
は
、

　
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

　
る
の
で
、
税
制
上
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
者
が
支
払
っ
た
保
険
料
は
、納

税
申
告
の
際
、そ
の
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
所

得
税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

　
節
税
額
は
、
適
用
さ
れ
る
税
率
や
保

険
料
額
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
１５
％
以
上
に
な
り

ま
す
。

　11月1日、秋田県農業委員大会が北秋田市で開催
され、「農業者戸別所得補償制度の本格実施と米の
需給調整対策の強化に対する要請」外4議案が決議
されました。また、大会席上、渡辺幹夫委員（東由
利）が永年勤続（15年以上）表彰されています。

　7月19～20日（農地利用状況調査）、10月19～
20日（農地パトロール）を行いました。
　管内の農地の利用状況を把握し、市耕作放棄地協
議会と連携をしながら、遊休農地の解消に取り組ん
でいます。

　11月10日、市長へ「建議」を行い、終了後、市
長と農業委員との農政懇談会を行いました。

　9月8日、作況調査を西目・東由利地区において、
行いました。稲作や施設等の視察を行い、終了後、作
況・農地等現況調査検討会を行いました。

建
議
項
目
（
抜
粋
） 

一
・
米
価
の
下
落
と
作
柄
低
下
等
に
対
す
る
支
援
対
策
に
つ
い
て

二
・
統
合
家
畜
市
場
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

三
・
担
い
手
等
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

四
・
地
産
地
消
等
の
推
進
に
つ
い
て

五
・
地
域
振
興
作
物
等
の
推
進
に
つ
い
て

六
・
農
業
関
連
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

七
・
国
・
県
へ
の
要
請
事
項

（
一
）
米
価
の
下
落
対
策
に
つ
い
て

（
二
）
米
転
作
率
の
格
差
解
消
に
つ
い
て 

（
三
）
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
及
び
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
つ
い
て

稲
作
農
家
の
経
営
安
定
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
請
（
抜
粋
）

一
・
緊
急
支
援
資
金
制
度
の
創
設

二
・
米
戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の
早
期
支
払
い
と
需
給
調
整
対
策
の
強
化 

加入者の支払った保険料の額が
税率

１５％
２０％
３０％

１８，０００円
２４，０００円
３６，０００円

３６，０００円
４８，０００円
７２，０００円

９０，０００円
１２０，０００円
１８０，０００円

月額１万円
（年額１２万円）の場合

月額２万円
（年額２４万円）の場合

月額５万円
（年額６０万円）の場合

Ｑ
　
農
地
の
利
用
権
設
定
を
行
い
、
相
手
方
へ
借
賃
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
借
賃

　
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
借
賃
の
増
額
又
は
減
額
請
求
に
つ
い
て
農
地
法
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

　
ま
す
。

　
ア
　
農
産
物
の
価
格
又
は
生
産
費
が
経
済
事
情
の
変
動
に
よ
り
上
昇
又
は
低
下
し

　
　
た
た
め
、借
賃
の
額
が
短
期
的
に
で
は
な
く
長
期
的
に
み
て
不
相
当
と
な
る
場
合

　
イ
　
近
傍
類
似
の
農
地
の
借
賃
に
比
較
し
て
不
相
当
と
な
っ
た
場
合

　
こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
契
約
期
間

中
で
も
将
来
に
向
か
っ
て
増
額
又
は
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
農
地
を
相
続
し
た
時
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
　
相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
村
農
業
委

　
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※月額１万円（35歳
　未満の政策支援加
　入者）
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本
市
農
業
委
員
の
眞
坂
隆
安
氏
（
鳥

海
町
猿
倉
）
が
昨
年
十
一
月
十
三
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　
眞
坂
氏
は
平
成
十
四
年
七
月
よ
り
旧

鳥
海
町
農
業
委
員
に
、
平
成
十
七
年
三

月
か
ら
は
市
農
業
委
員
に
、
こ
の
間
、

平
成
二
十
年
八
月
か
ら
は
農
地
委
員
長

と
し
て
農
業
振
興
並
び
に
農
業
者
の
地

位
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
法
令
に
基
づ
く

業
務
の
ほ
か
に
、
地
域
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
農
業
経
営

の
な
か
で
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
近
く

の
農
業
委
員
、
ま
た
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
、
各
総
合
支
所
庶
務
班
（
産
業

課
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
贈
与
に
つ
い

　
て

☆
農
地
に
家
を
建
て
た
い
、
駐
車
場
や

　
資
材
置
場
に
し
た
い

☆
農
地
に
つ
い
て
の
問
題

☆
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
担
当
機
関

　
を
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
定
年
を
機
に
転
作
田
で
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
栽
培
に
取
り
組
む
矢
島
地
域
の
佐
藤

拓
夫
さ
ん
（
以
下
、
拓
さ
ん
）
と
の
一

問
一
答
で
す
。

　
県
道（
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線
）と（
鳥

海
矢
島
線
）が
交
差
す
る
荒
沢
地
区
に

今
春
突
如
と
し
て
現
れ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
畑
が
あ
る
。
平
成
十
八
年
に
大
区
画

整
備
さ
れ
た
一
㌶
田
の
一
部
を
利
用
し

た
も
の
で
、
誰
の
目
に
も
留
ま
り
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
話
題
の
拓
さ
ん
に
伺
っ
て
み

た
。

 

Ｑ
　
還
暦
を
過
ぎ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
で
の
勇
気
あ
る
挑
戦
だ
が
。

拓
さ
ん
　
私
は
兼
業
農
家
と
し
て
や
っ

　
て
き
た
。し
か
し
、六
十
歳
を
期
に
退

　
職
後
を
考
え
た
と
き
、
最
も
収
益
性

　
の
高
い
稲
作
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
選

　
ん
だ
。
も
う
一
つ
は
認
定
農
業
者
の

　
営
農
計
画
に
も
組
み
入
れ
た
い
。

Ｑ
　
稲
作
と
し
て
も
一
等
地
の
こ
の
場

　
所
を
選
定
し
た
理
由
は
。

拓
さ
ん
　
斜
畦
は
区
画
が
大
き
い
ほ
ど

　
管
理
し
に
く
い
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

　
よ
う
に
多
年
性
の
作
物
畑
で
あ
れ
ば

　
今
後
の
管
理
に
支
障
は
な
い
。

Ｑ
　
面
積
は
。

拓
さ
ん
　
こ
の
田
は
三
十･

五
㌃
で
他

　
に
十
㌃
あ
る
。

Ｑ
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
手
の
か
か
る
作

　
物
と
い
わ
れ
る
が
労
働
力
は
。

拓
さ
ん
　
三
回
目
の
成
人
式
を
迎
え
た

　
と
思
え
ば
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
と
思
う
。

　
妻
と
二
人
で
当
面
は
頑
張
る
が
、
収

　
穫
期
に
は
雇
用
も
考
え
た
い
。

Ｑ
　
後
継
者
は
。

拓
さ
ん
　
息
子
が
い
る
。
し
か
し
、
ア

　
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
、
私
と
妻
の
発

　
想
で
始
め
た
も
の
で
、
今
後
、
息
子

　
が
や
る
や
ら
な
い
は
問
題
に
し
て
い

　
な
い
。

Ｑ
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
転
作
作
物

　
の
中
で
高
い
助
成
率
だ
が
、
そ
の
こ

　
と
も
選
択
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
。

拓
さ
ん
　
収
益
性
の
高
い
作
物
と
し
て

　
選
ん
だ
中
に
は
そ
の
こ
と
も
含
ん
で

　
い
る
。
市
場
価
格
の
変
動
は
心
配
だ

　
が
、
あ
え
て
そ
れ
に
挑
戦
し
た
い
と

　
思
う
。

Ｑ
　
栽
培
技
術
等
の
情
報
入
手
は
。

拓
さ
ん
　
県
の
積
極
的
な
情
報
提
供
、

　
技
術
指
導
は
あ
り
が
た
い
と
思
う
。

　
地
域
の
仲
間
達
の
実
践
的
な
話
は
、

　
地
域
性
の
あ
る
話
で
深
い
も
の
が
あ

　
る
。

Ｑ
　
基
礎
段
階
で
の
堆
肥
の
投
入
量
は
。

拓
さ
ん
　
二
ｔ
ダ
ン
プ
で
五
十
台
投
入

　
し
た
。
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
有
畜

　
農
家
と
連
係
し
て
安
価
に
購
入
す
る

　
事
が
出
来
た
。

Ｑ
　
今
後
の
堆
肥
の
準
備
は
。

拓
さ
ん
　
堆
肥
置
場
を
準
備
し
て
有
畜

　
農
家
の
家
畜
排
泄
物
の
処
理
的
な
役

　
割
を
果
た
し
な
が
ら
相
互
関
係
を
築

　
い
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
早
い
物
は
今
春
か
ら
出
荷
出
来
る

　
が
そ
の
方
法
は
。

拓
さ
ん
　
市
場
出
荷
が
基
本
で
あ
る
。

　
規
格
外
の
物
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

　
直
売
所
や
ス
ー
パ
ー
等
に
ス
ペ
ー
ス

　
を
求
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
最
後
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
成

　
功
の
「
鍵
」
を
握
る
「
奥
様
」
の
理

　
解
は
。

拓
さ
ん
　
農
業
は
家
族
労
働
が
基
本
中

　
の
基
本
で
あ
る
。
常
に
二
人
で
話
し

　
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

 

　
　
こ
れ
ら
の
質
問
に
躊
躇
な
く
答
え

　
る
拓
さ
ん
に
綿
密
な
計
画
と
裏
打
ち

　
さ
れ
た
自
信
を
感
じ
ま
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
庭
安
一
）

　
当
組
合
は
、
国
道
七
号
を
東
に
二
㌔

程
入
っ
た
内
道
川
地
域
に
あ
り
、
秋
田

市
雄
和
に
隣
接
す
る
典
型
的
な
兼
業
農

家
地
域
で
す
。

　
平
成
十
八
年
九
月
に
集
落
営
農
組
合

を
設
立
し
、
現
在
、
構
成
員
二
十
一
名
、

作
付
面
積
は
、
水
田
総
面
積
三
十
㌶
の

う
ち
水
稲
十
八
㌶
、
大
豆
三
・
五
㌶
。

組
合
と
し
て
の
共
同
の
取
組
は
今
年
で

四
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
構
成
農
家
は
、
日
曜
、
祭
日
中
心
の

農
作
業
が
主
で
あ
り
、
ま
た
、
農
機
具

の
過
剰
投
資
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、組
合
で
は
経
理
の
一
元
化
を
行
い
、

個
々
の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
農
業
申

告
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
の
農
業
資
材
の
高
騰

や
農
機
具
の
値
上
が
り
な
ど
に
よ
り
、

今
後
、
個
人
で
の
農
機
具
の
買
換
え
等

は
難
し
く
、
ま
た
、
年
々
農
業
従
事
者

が
高
齢
化
し
、
田
を
貸
し
た
く
て
も
借

り
手
が
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
後
継
者
問
題
な
ど
を

一
人
で
悩
む
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体

で
考
え
る
こ
と
を
良
と
し
、
今
後
の
地

域
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
「
法

人
化
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
組

織
内
の
農
機
具
保
有
状
況
や
耐
用
年
数

等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
方

向
付
け
を
し
、
昨
年
一
月
法
人
化
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
目
指
す
法
人
の
具
体
的

内
容
及
び
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

当
初
、
組
合

員
に
は
戸
惑

い
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た

が
、
基
本
的

事
項
に
つ
い

て
は
了
解
を

得
ら
れ
、
今

後
の
日
程
と

し
て
は
準
備

委
員
会
を
設

置
し
、具
体
的
な
法
人
化
計
画
案
の
作

成
、方
針
を
示
し
再
度
協
議
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
法
人
を
見
学
し
、
今
後
の
方

向
性
を
見
い
だ
す
参
考
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
Ｊ
Ａ
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

を
始
め
、関
係
機
関
の
ご
指
導
を
受
け
、

法
人
化
に
向
け
て
組
合
員
の
意
見
集
約

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
法
人
化
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
、

農
作
業
は
従
来
ど
お
り
個
人
で
対
応
し
、

組
合
員
に
は
作
業
委
託
料
を
支
払
う
こ

と
と
し
、
均
一
的
品
質
の
生
産
と
安
定

的
生
産
量
の
確
保
の
た
め
、
「
基
準
栽

培
指
針
」
の
作
成
を
Ｊ
Ａ
の
指
導
を
得

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
法
人
化
計
画
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
頭
の
中
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
実

行
に
は
勇
気
が
必
要
で
す
。

　
明
日
の
地
域
農
業
目
指
し
、
一
層
奮

闘
中
で
す
。
　
　
　
　
（
二
部
幸
夫
）

　
佐
藤
幸
一
さ
ん
（
七
十
八
歳
）
、
フ

ヨ
さ
ん
（
七
十
六
歳
）
の
一
日
は
、
朝

四
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
息
子
夫
婦
と

孫
三
人
の
七
人
家
族
で
す
が
、
現
在
、

大
学
生
、社
会
人
の
孫
二
人
は
県
外
で
、

高
校
生
の
孫
が
家
に
お
り
ま
す
。

　
佐
藤
家
は
、
水
稲
は
、
賃
借
合
わ
せ

て
約
八
・
三
㌶
、
成
牛
七
頭
、
子
牛
五

頭
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
二
十
㌃
、
昭
和
四

十
年
代
は
リ
ン
ゴ
栽
培
の
経
験
も
あ
り

ま
す
。
機
械
の
好
き
な
佐
藤
さ
ん
は
バ

ッ
ク
ホ
ー
を
始
め
、
重
機
類
な
ら
何
で

も
こ
な
す
ス
ー
パ
ー
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

今
は
息
子
夫
婦
の
手
助
け
と
な
り
、
田

ん
ぼ
の
水
ま
わ
り
、
牛
の
世
話
な
ど
奥

さ
ん
と
助
け
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
雨
で
外
の
仕
事
が
出
来
な
い

日
は
、
隣
近
所
の
友
達
と
温
泉
回
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
明
日
へ
の
体
力
を
補

充
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
休
み
ま
す
。

　
今
は
、
ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
機
械
化

さ
れ
、
佐
藤
さ
ん
の
家
も
あ
ら
ゆ
る
機

械
を
取
り
入
れ
て
、
ど
ん
な
作
業
も
人

の
手
で
や
る
よ
う
な
事
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
息
子
夫
婦
も
農
作
業
を
し
な

が
ら
勤
め
て
お
り
、
集
落
の
若
者
達
と

協
力
し
な
が
ら
冬
場
の
牛
の
餌
、
牧
草

刈
り
な
ど
働
き
者
の
家
族
で
す
。

 

今
は
県
外
の
農
業
大
学
に
入
っ
て
い

る
孫
が
や
が
て
担
い
手
と
な
っ
て
家
に

帰
っ
て
く
る
事
を
何
よ
り
も
楽
し
み
に

頑
張
っ
て
い
る
佐
藤
さ
ん
夫
婦
、
夜
は

七
時
頃
に
は
就
寝
し
、
十
分
に
身
体
を

休
め
て
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
畠
山
清
子
）
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